
げた。被災した子どもたちと三重の子どもたちとの交流の

場を設け、強い絆をつくることで未来への夢と希望を取り

戻すことを目的としている。「この震災を乗り越え、次の時

代へ、ひとりひとりの気持ちがシフトチェンジしていかな

ければならない。これは、教育の現場にいる私たちだから

こそできる復興支援です」と喜田さんは語ってくれた。
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